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トカットを配置しています。
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利用される方が「知りたいこと」
を内容から探す入口です。
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桂浜（高知県）

浦戸半島の龍頭岬と龍王岬の間に広
がる桂浜は高知県を代表する景勝
地。紺碧の海と白い浜辺を囲むよう
に茂る松林の景観が、訪れる人の目
を楽しませてくれます。観月の名所
としても知られ「月の名所は桂浜」
とよさこい節にも唄われています。
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審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
の

現
状
と
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た

課
題
等
へ
の
取
組
み

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
「
審
査
の

差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
９
月
に
「
支
払
基
金
に

お
け
る
審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い
※
１
」

（
31
事
例
）
及
び
「
審
査
情
報
提
供
事

例
※
２
」（
医
科
82
事
例
）
の
計
１
１
３

事
例
を
対
象
と
し
て
、
検
証
前
レ
ポ
ー

ト
（
各
事
例
の
審
査
上
の
取
扱
い
に
関

す
る
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
レ
セ
プ
ト
を
機
械
的
に

抽
出
し
て
作
成
し
た
も
の
）
を
支
払
基

金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
そ
の
審

査
結
果
が
審
査
上
の
取
扱
い
に
基
づ
く

「
適
正
な
審
査
」
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
合
理
的
な
説
明
が
で
き
な
い
「
不

合
理
な
差
異
」
で
あ
っ
た
の
か
を
検
証

の
上
、
差
異
の
見
え
る
化
を
図
り
、
不

合
理
な
差
異
の
解
消
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。

※
１
：「
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
の
一
般
的

な
取
扱
い
」
は
、
再
審
査
請
求
の
結
果

に
支
部
間
の
差
異
が
見
ら
れ
る
と
し
て

保
険
者
か
ら
本
部
に
照
会
が
寄
せ
ら
れ

た
事
例
な
ど
、
本
部
に
お
い
て
把
握
し

た
差
異
の
可
能
性
が
あ
る
事
例
に
つ
い

て
、
支
払
基
金
の
審
査
委
員
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
「
審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い

に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
で
協
議
を
行

い
、
審
査
上
の
取
扱
い
を
取
り
ま
と
め
、

関
係
団
体
と
の
調
整
を
経
て
公
表
し
て

い
る
事
例

※
２
：「
審
査
情
報
提
供
事
例
」
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
検
討
依
頼
の
あ
っ
た
医
薬
品

の
適
応
外
使
用
事
例
や
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

に
設
置
し
て
い
る
「
審
査
に
関
す
る
支

部
間
差
異
解
消
の
た
め
の
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
検
討
し
た
事
例
の
う
ち
、
取

扱
い
が
収
斂
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
支

払
基
金
の
審
査
委
員
の
ほ
か
、
厚
生
労

働
省
、
保
険
者
団
体
、
診
療
団
体
及
び

国
保
中
央
会
の
委
員
を
構
成
委
員
と
し

た
「
審
査
情
報
提
供
検
討
委
員
会
」
に

お
い
て
検
討
協
議
を
行
い
、
公
表
し
て

い
る
事
例

　

今
般
、「
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査

の
一
般
的
な
取
扱
い
」
等
に
係
る
全
て

の
事
例
（
１
１
３
事
例
）
に
対
す
る
検

証
結
果
を
公
表
し
た
こ
と
か
ら
、
審
査

の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
の
現
状
と

そ
こ
か
ら
見
え
た
課
題
等
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
で
言
及
し
て
い
る
の
は
、
令

和
２
年
４
月
審
査
分
か
ら
令
和
３
年
３
月

審
査
分
の
デ
ー
タ
を
基
礎
と
し
て
い
ま
す
。

審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト

１
特集

　

支
払
基
金
で
は
、
令
和
３
年
９
月
か
ら
審
査
の
差
異
の
見
え
る
化
を
図
り
、
不
合
理
な
差
異
の
解
消
を
目
的
と
し
て
「
審
査
の
差
異
の
可
視

化
レ
ポ
ー
ト
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、「
審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
」
の
現
状
と
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
課
題
等
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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⑵

⑴

い
事
例
、
審
査
情
報
提
供
事
例
】）

　

こ
の
84
事
例
に
つ
い
て
は
、
本
部
の

指
導
の
下
、
各
支
部
が
不
合
理
な
差
異

の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
検
証
し
た
97
事
例
全
体

の
状
況
は
、
該
当
す
る
レ
セ
プ
ト

７
２
４
・
２
万
件
の
う
ち
、
当
初
、
検
証

前
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
取
扱
い
と
異
な
る

審
査
が
８
・
３
万
件
抽
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
事
例
ご
と
に
レ
セ
プ
ト
内
容

を
分
析
、
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
３
・
４
万

件
が
適
正
な
審
査
で
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
取
扱
い
と
異
な
る
審
査
は
４
・

９
万
件
で
し
た
。（
図
２
【
レ
ポ
ー
ト

（
検
証
結
果
）
97
事
例
：
検
証
前
後
の

「
適
正
な
審
査
件
数
」
及
び
「
取
扱
い

と
異
な
る
審
査
件
数
」】）

 

「
不
合
理
な
差
異
」が

確
認
さ
れ
た

84
事
例
の
概
要

　

今
般
の
検
証
に
お
い
て
、「
不
合
理

な
差
異
」
が
確
認
さ
れ
た
84
事
例
に
係

る
該
当
レ
セ
プ
ト
件
数
は
７
０
４
・
３

検
証
結
果
の
概
要

　

令
和
３
年
９
月
に
公
表
し
た
１
１
３

事
例
の
う
ち
、
検
証
前
レ
ポ
ー
ト
の
段

階
で
該
当
す
る
請
求
が
な
い
、
又
は
差

異
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
16
事
例

（
検
証
対
象
外
）
を
除
い
た
、
97
事
例
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
、
各
支
部
が
事
例

分
析
及
び
検
証
を
行
い
、
そ
の
検
証
結

果
を
基
金
本
部
が
確
認
の
上
、
レ
ポ
ー

ト
（
検
証
結
果
）
を
作
成
し
、
令
和
３

年
11
月
か
ら
令
和
４
年
５
月
に
か
け
て

公
表
し
ま
し
た
。

　

公
表
さ
れ
て
い
る
事
例
単
位
で
は
、

支
部
で
検
証
し
た
97
事
例
の
う
ち
、
13

事
例
が
「
適
正
な
審
査
」（
全
支
部
の

全
て
の
レ
セ
プ
ト
が
取
扱
い
に
基
づ
く

適
正
審
査
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
残
る
84
事
例
に
つ
い
て
は

「
不
合
理
な
差
異
」（
取
扱
い
と
異
な
る

審
査
）
が
発
生
（
取
扱
い
と
異
な
る
審

査
が
１
件
以
上
あ
っ
た
場
合
は
不
合
理

な
差
異
が
あ
っ
た
事
例
と
し
て
計
上
）

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
１
【
医
科
・
審
査
の
一
般
的
な
取
扱

審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
の
現
状

２

図１●医科・審査の一般的な取扱い事例、審査情報提供事例

図２●レポート（検証結果）97事例：検証前後の「適正な審査件数」及び「取扱いと異なる審査件数」

16

97

97 84

13 29

0
113

掲載事例数

検証対象事例

レポート
（検証結果）

要フォローアップ
（検証結果・差異あり）

フォローアップ不要
（検証結果・差異なし）

検証不要　又は
 フォローアップ不要 

検証前レポート
（検証中）

検証不要事例
（差異なし等）

＋ ＝

レポート（検証結果）
97事例の該当件数 適正審査 異なる審査（認識誤り等）

件数 件数 割合 件数 割合

検証前
724.2万件

715.9万件 98.85% 8.3万件 1.15%

検証後 719.3万件 99.32% 4.9万件 0.68%
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⑷

⑶

な
審
査
」
と
「
取
扱
い
と
異
な
る
審

査
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
に
加
え
、「
取

扱
い
と
異
な
る
審
査
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
起
因
が
「
職
員
」
又
は
「
審
査
委

員
」
別
の
件
数
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
般
の
検
証
結
果
か
ら
確
認
さ
れ
た

「
取
扱
い
と
異
な
る
審
査
」
４
・
９
万
件

に
つ
い
て
は
、
職
員
起
因
が
４
・
５
万

件
、
審
査
委
員
起
因
が
０
・
４
万
件
発

生
し
て
お
り
、
職
員
起
因
が
92
％
を
占

め
る
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
職
員
、
審

査
委
員
と
も
に
「
審
査
上
の
取
扱
い
」

に
対
す
る
認
識
誤
り
で
あ
り
、
多
く
は

審
査
事
務
を
担
当
す
る
職
員
の
取
扱
い

の
失
念
や
誤
解
等
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
の
誤
っ
た
解
除
で
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
部
か
ら
各
支
部

に
対
し
、
認
識
誤
り
の
あ
っ
た
職
員
及

び
審
査
委
員
を
特
定
の
上
、
職
員
に
つ

い
て
は
、
上
司
か
ら
の
教
育
や
支
部
内

研
修
に
加
え
、
認
識
誤
り
の
あ
っ
た
職

員
が
担
当
す
る
審
査
事
務
分
を
上
司
が

必
ず
確
認
す
る
よ
う
指
示
し
、
審
査
委

員
に
つ
い
て
は
、
審
査
委
員
長
等
か
ら

担
当
審
査
委
員
へ
の
連
絡
に
加
え
、
審

査
委
員
会
の
全
体
会
議
等
に
お
い
て
再

周
知
を
行
い
、
認
識
誤
り
に
よ
る
差
異

の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

検
証
事
例
の
状
況

　

事
例
に
対
す
る
検
証
状
況
に
つ
い
て
、

以
下
の
２
事
例
を
用
い
て
説
明
し
ま
す
。

①「
浣
腸
又
は
坐
薬
挿
入
時
の
キ
シ
ロ

カ
イ
ン
ゼ
リ
ー
の
取
扱
い（
後
発
品
含

む
）」

　

当
該
事
例
に
お
け
る
審
査
上
の
取
扱

い
は
、「
単
な
る
浣
腸
又
は
坐
薬
挿
入

時
の
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
ゼ
リ
ー
２
％
の
使

用
は
、
原
則
と
し
て
認
め
な
い
」
で
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
趣
旨
は
、
通
常
、
疼

痛
を
伴
わ
な
い
「
浣
腸
」
や
「
坐
薬
挿

入
」
時
の
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
ゼ
リ
ー
の
使

用
は
、
単
な
る
潤
滑
油
的
な
使
用
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
症
例
に

応
じ
て
、
麻
酔
の
必
要
性
が
な
い
と
医

学
的
に
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
原
則
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
例
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
の
内
容
で
す
が
、
浣
腸
液
や
坐
剤
を

挿
入
す
る
た
め
の
処
置
料
は
、
診
察
料

（
初
診
料
や
再
診
料
な
ど
の
基
本
診
療

料
）
に
含
ま
れ
算
定
で
き
な
い
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
処
置
の
欄
に

「
創
傷
処
置
」
な
ど
の
算
定
が
あ
る
事

例
は
浣
腸
や
坐
剤
挿
入
以
外
で
、
キ
シ

ロ
カ
イ
ン
ゼ
リ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
レ
セ
プ
ト
内
に
浣
腸
液

万
件
で
し
た
が
、
検
証
の
結
果
、
審
査

上
の
取
扱
い
に
基
づ
く
「
適
正
な
審

査
」
と
確
認
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
件
数
は

６
９
９
・
４
万
件
（
99
・
３
％
）
で
あ

り
、
一
部
の
審
査
に
、「
取
扱
い
と
異
な

る
審
査
」
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
多

く
は
取
扱
い
に
基
づ
く
適
正
な
審
査
で

し
た
。

　

ま
た
、「
不
合
理
な
差
異
」
が
確
認

さ
れ
た
84
事
例
は
、
審
査
上
の
取
扱
い

を
「
原
則
と
し
て
○
○
に
対
す
る
×
×

は
認
め
な
い
」
と
す
る
41
事
例
と
「
原

則
と
し
て
□
□
に
対
す
る
△
△
は
認
め

る
」
と
す
る
43
事
例
で
し
た
が
、「
取
扱

い
と
異
な
る
審
査
」
は
、
そ
の
96
％
が

「
原
則
と
し
て
認
め
な
い
」
と
す
る
41

事
例
で
発
生
し
て
い
ま
し
た
。（
図
3

【
要
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
対
象 

84
事
例
：

レ
セ
プ
ト
件
数
ベ
ー
ス
の
検
証
結
果
】）

不
合
理
な
差
異

（
取
扱
い
と
異
な
る

審
査
）の
起
因

　
「
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
の
一
般

的
な
取
扱
い
」
等
に
係
る
審
査
の
差
異

の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
事

例
ご
と
に
「
検
証
結
果
（
レ
ポ
ー
ト
）」

を
作
成
し
、
取
扱
い
に
則
っ
た
「
適
正

図３●要フォローアップ対象 84事例：レセプト件数ベースの検証結果

要フォローアップ
84事例の該当件数 適正審査 異なる審査（認識誤り等）

件数 件数 割合 件数 割合 審査上の取扱い 件数 割合

704.3万件 699.4万件 99.30% 4.9万件 0.70%

認めない事例
（41事例） 4.7万件 96%

認める事例
（43事例） 0.2万件 4%
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②
「
肝
硬
変
に
対
す
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
の
取
扱
い
」

　

当
該
事
例
に
お
け
る
審
査
上
の
取
扱

い
は
、「
原
則
と
し
て
、
肝
硬
変
に
対
す

る
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
は
認
め
ら
れ
な
い
」

で
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
趣
旨
は
、
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
は
、
慢
性
肝
炎
の
経
過
観
察
等
に

実
施
す
る
検
査
で
、
肝
臓
の
線
維
化

（
慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
へ
の
移
行
）

な
ど
を
確
認
す
る
検
査
で
す
が
、
肝
硬

変
の
診
断
後
に
対
す
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

は
、
既
に
肝
の
線
維
化
が
認
め
ら
れ
、

肝
硬
変
の
経
過
観
察
の
参
考
と
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
確
定
診
断

後
の
肝
硬
変
に
対
し
て
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
を
算
定
し
て
い
る
場
合
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
が
付
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
審
査
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
審
査

事
務
を
担
当
す
る
職
員
が
、
傷
病
名
や

症
状
詳
記
等
の
記
載
内
容
か
ら
前
述
の

取
扱
い
の
趣
旨
に
該
当
す
る
か
を
確
認

の
上
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
算
定
に
疑
義

が
生
じ
る
場
合
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
を
疑
義
付
箋
に
変
換
し
、
審

査
委
員
の
医
学
的
判
断
に
よ
り
審
査
決

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
支
部
の
検
証
で
は
、

又
は
坐
剤
の
算
定
が
あ
り
、
処
置
の
欄

に
「
創
傷
処
置
」
な
ど
の
算
定
が
な
く
、

キ
シ
ロ
カ
イ
ン
ゼ
リ
ー
を
処
置
薬
剤
と

し
て
算
定
し
て
い
る
場
合
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
が
付
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
審
査
に
お
い
て
は
、
先
ず
は
審
査

事
務
を
担
当
す
る
職
員
が
、
傷
病
名
や

症
状
詳
記
等
の
記
載
内
容
か
ら
「
単
な

る
浣
腸
又
は
坐
薬
挿
入
時
の
キ
シ
ロ
カ

イ
ン
ゼ
リ
ー
」
に
該
当
す
る
か
を
確
認

の
上
、
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
ゼ
リ
ー
の
算
定
に

疑
義
が
生
じ
る
場
合
は
、付
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
を
疑
義
付
箋
※
３
に

変
換
し
、
審
査
委
員
の
医
学
的
判
断
に

よ
り
審
査
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
３
：
審
査
委
員
へ
疑
義
照
会
す
る
付
箋

　

こ
の
た
め
、
各
支
部
の
検
証
で
は
、

「
請
求
ど
お
り
・
職
員
」（
後
記 

図
4

－

①
〈
検
証
前
〉
の
棒
グ
ラ
フ
の
朱
色
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
の
解
除
が
適
正
な
処
理
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
、「
請
求
ど
お
り
・
審
査
委
員
」

（
後
記 

図
4

－

①
〈
検
証
前
〉
の
棒
グ

ラ
フ
の
黄
色
）
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

疑
義
付
箋
に
変
換
し
た
キ
シ
ロ
カ
イ
ン

ゼ
リ
ー
の
審
査
結
果
が
、
当
該
取
扱
い

に
照
ら
し
て
適
正
な
審
査
で
あ
っ
た
か

を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
証
の
結
果
、
適
正
な
審
査
と

判
断
し
た
レ
セ
プ
ト
の
主
な
理
由
は
、

「
請
求
ど
お
り
・
職
員
」（
後
記 

図
4

－

②
〈
検
証
前
〉
の
棒
グ
ラ
フ
の
朱
色
）

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
の
解
除
が
適
正
な
処
理
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
、「
請
求
ど
お
り
・
審
査
委
員
」

（
後
記 

図
4

－

②
〈
検
証
前
〉
の
棒
グ

ラ
フ
の
黄
色
）
は
、
職
員
が
疑
義
付
箋

に
変
換
し
た
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
審
査
結

果
が
、
当
該
取
扱
い
に
照
ら
し
て
適
正

な
審
査
で
あ
っ
た
か
を
検
証
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
検
証
の
結
果
、
適
正
な
審
査
と

判
断
し
た
レ
セ
プ
ト
の
主
な
理
由
は
、

過
去
に
肝
硬
変
と
診
断
さ
れ
た
患
者
に

対
し
て
、
肝
移
植
術
を
施
行
し
、
そ
の

後
に
発
症
し
た
慢
性
肝
炎
に
対
し
て
肝

の
線
維
化
を
確
認
し
た
検
査
で
あ
り
、

適
正
な
請
求
と
判
断
し
た
も
の
で
し
た
。

　

一
方
で
、
取
扱
い
と
異
な
る
処
理
と

な
っ
た
主
な
理
由
は
、
職
員
の
認
識
誤

り
（
取
扱
い
の
失
念
、
誤
解
等
に
よ
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
解
除
）
で

し
た
。

　

当
該
事
例
の
検
証
結
果
（
レ
ポ
ー

ト
）
か
ら
、
当
初
、
検
証
前
レ
ポ
ー
ト

に
お
い
て
は
、「
適
正
な
審
査
」
の
件
数

及
び
そ
の
割
合
は
３
３
４
７
件
（
78
・

66
％
）
で
し
た
が
、
実
際
に
は
３
６
４

７
件
（
85
・
71
％
）
が
適
正
な
審
査
と

確
認
さ
れ
、「
取
扱
い
と
異
な
る
審
査
」

の
件
数
及
び
そ
の
割
合
は
、
６
０
８
件

痔
核
、
裂
肛
等
に
罹
患
す
る
患
者
で
疼

痛
を
伴
う
旨
の
傷
病
名
や
症
状
詳
記
の

記
載
内
容
か
ら
、
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
ゼ
リ

ー
は
単
な
る
潤
滑
油
的
な
使
用
で
は
な

く
、
医
学
的
に
必
要
性
が
あ
る
（
痔
核

等
に
伴
う
疼
痛
に
よ
り
、
浣
腸
や
坐
薬

挿
入
等
に
あ
た
り
必
要
な
薬
剤
）
適
正

な
請
求
と
判
断
し
た
も
の
で
し
た
。

　

一
方
で
、
取
扱
い
と
異
な
る
処
理
と

な
っ
た
主
な
理
由
は
、
職
員
の
認
識
誤

り
（
取
扱
い
の
失
念
、
誤
解
等
に
よ
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
解
除
）
で

し
た
。

　

当
該
事
例
の
検
証
結
果
（
レ
ポ
ー

ト
）
か
ら
、
当
初
、
検
証
前
レ
ポ
ー
ト

に
お
い
て
は
、「
適
正
な
審
査
」
の
件
数

及
び
そ
の
割
合
は
２
１
２
８
件
（
69
・

70
％
）
で
し
た
が
、
実
際
に
は
２
７
２

２
件
（
89
・
16
％
）
が
適
正
な
審
査
と

確
認
さ
れ
、「
取
扱
い
と
異
な
る
審
査
」

の
件
数
及
び
そ
の
割
合
は
、
３
３
１
件

（
10
・
84
％
）
で
し
た
。

　

こ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
痔
核
、

裂
肛
等
に
罹
患
す
る
患
者
で
疼
痛
を
伴

う
場
合
に
つ
い
て
は
、
医
学
的
に
適
正

な
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
反

映
さ
せ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の

精
緻
化
を
図
り
ま
し
た
。（
図
4
―
①

【
実
際
の
検
証
事
例
】）
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⑵

⑴
（
14
・
29
％
）
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
過

去
に
肝
硬
変
と
診
断
さ
れ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
肝
移
植
を
施
行
し
、
そ

の
後
の
慢
性
肝
炎
に
対
し
て
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
を
算
定
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

改
善
状
況
の
把
握

　

今
般
、
検
証
を
行
っ
た
「
支
払
基
金

に
お
け
る
審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い
」

及
び
審
査
情
報
提
供
事
例
に
つ
い
て
は
、

既
に
全
国
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
審
査

上
の
取
扱
い
で
あ
り
、
そ
の
審
査
上
の

取
扱
い
や
取
扱
い
を
定
め
た
根
拠
等
を

支
払
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
る
事
例
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
審
査
結
果
に
つ
い
て
、

取
扱
い
に
基
づ
く
合
理
的
な
説
明
が
で

き
な
い
誤
り
が
多
く
確
認
さ
れ
た
支
部

は
、「
不
合
理
な
差
異
」
と
し
て
関
係

団
体
か
ら
の
信
頼
を
失
い
兼
ね
な
い
と

い
う
危
機
感
を
も
っ
て
、
日
々
の
審
査

事
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
検
証
結
果
は
、
レ
ポ
ー
ト
公
表

後
、
概
ね
１
年
後
を
め
ど
に
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
結
果
（
改
善
状
況
の
検
証
結
果

レ
ポ
ー
ト
）
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
不
合
理
な
差

異
」
を
１
年
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結

果
ま
で
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
不
合
理
な
差
異
が
確
認

さ
れ
た
84
事
例
に
つ
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
う
前
に
、
早
期
の
確
認
を

行
い
、
審
査
上
の
取
扱
い
に
対
す
る
職

員
等
の
認
識
誤
り
（
取
扱
い
の
失
念
、

誤
解
等
）
の
解
消
に
向
け
て
、
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

改
善
状
況
の

早
期
確
認
の
実
施

　

誤
り
が
確
認
さ
れ
た
支
部
に
つ
い
て

は
、
職
員
又
は
審
査
委
員
の
認
識
誤
り

等
が
解
消
さ
れ
て
い
る
か
「
改
善
状
況

の
早
期
確
認
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
（
検
証
結

果
）
を
公
表
し
た
翌
月
か
ら
３
か
月
分

の
審
査
実
績
を
本
部
に
お
い
て
取
得
し
、

該
当
支
部
に
改
善
状
況
の
早
期
確
認
を

実
施
さ
せ
、
誤
り
が
あ
っ
た
職
員
又
は

　
「
審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
」

は
、
不
合
理
な
差
異
の
解
消
に
向
け
て
、

そ
の
重
要
度
は
益
々
高
ま
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
本
部
と
支
部
が
同
じ
視

点
で
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
払
基

金
が
長
年
抱
え
る
「
支
部
間
の
不
合
理

な
差
異
解
消
」
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
先
述
の
認
識
誤
り

の
あ
っ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
例
に
加

え
、
主
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
が

全
国
で
年
間
２
０
０
０
件
以
上
か
か
る

医
学
的
に
適
正
な
も
の
と
判
断
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
に
反
映
さ
せ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
の
精
緻
化
を
図
り
ま
し
た
。

（
図
4
―
②
【
実
際
の
検
証
事
例
】）

審
査
委
員
を
特
定
の
上
、
改
善
状
況
を

確
認
し
ま
す
。

　

こ
の
確
認
結
果
に
つ
い
て
は
、
認
識

誤
り
等
の
改
善
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
既

に
支
払
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
る
レ
ポ
ー
ト
（
検
証
結
果
）
に
そ

の
状
況
を
追
記
し
ま
す
。（
図
5
【
対
応

状
況
の
早
期
確
認
の
追
記
イ
メ
ー
ジ
】）

　

こ
の
取
組
み
に
よ
り
、
早
期
に
認
識

誤
り
の
解
消
を
図
り
、
レ
ポ
ー
ト
公
表

後
１
年
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
改
善

状
況
の
検
証
結
果
）
で
は
、
確
実
な
差

異
の
是
正
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
例
や
審
査
情
報
提
供
事
例
（
歯
科
）

等
に
つ
い
て
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
検
証
結
果

か
ら
不
合
理
な
差
異
を
確
認
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
差
異
の
解
消
を
図
る
と

と
も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の

更
な
る
精
緻
化
等
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
不
合
理
な
差
異
の
解
消
に

向
け
て
、
審
査
委
員
及
び
職
員
一
同
、

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
課
題
等
へ
の
取
組
み

３

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
今
後
の
展
望
等

４
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―
―
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
「
審
査
事
務
集
約
化
計
画
工
程
表
」

に
お
い
て
、
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査

の
一
般
的
な
取
扱
い
事
例
等
の
審
査
結

果
の
差
異
を
見
え
る
化
し
、
取
扱
い
が

収
斂
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
審
査

結
果
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
是

正
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
で
は
、
審
査
実
績
の
検
証

の
た
め
の
デ
ー
タ
分
析
等
は
分
析
評
価

部
が
担
っ
て
い
る
た
め
、
可
視
化
レ
ポ

ー
ト
の
作
成
に
つ
い
て
も
我
々
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
業
務
で

苦
労
し
た
点
は
な
ん
で
す
か

　

分
析
評
価
部
で
デ
ー
タ
分
析
を
行
う

際
は
、
主
に
Ｓ
Ｑ
Ｌ
※
１
と
い
う
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
言
語
を
用
い
て
お
り
、
可
視
化

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
も
Ｓ
Ｑ
Ｌ
の
コ
ー

ド
※
２
に
よ
り
条
件
の
作
成
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

条
件
の
作
成
は
、
ど
の
よ
う
な
レ
セ

プ
ト
が
取
扱
い
の
条
件
に
該
当
す
る
の

か
を
特
定
す
る
た
め
の
S
Q
L
コ
ー
ド

を
記
述
し
行
う
の
で
す
が
、
レ
ポ
ー
ト

の
対
象
と
な
る
「
支
払
基
金
に
お
け
る

審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い
」「
審
査
情

報
提
供
事
例
」
の
事
例
は
、
取
扱
い
を

定
め
た
根
拠
、
取
扱
い
の
範
囲
、
取
扱

い
の
趣
旨
を
含
め
る
と
条
件
が
複
雑
に

な
る
た
め
、
そ
れ
を
S
Q
L
コ
ー
ド
で

設
定
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
く
苦

労
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
算
定
日
が
条
件
と
な
る
事
例

は
コ
ー
ド
作
成
の
難
易
度
が
飛
躍
的
に

上
が
り
ま
し
た
。
算
定
日
の
情
報
は
、

１
日
目
、
２
日
目
…
31
日
目
と
日
付
ご

と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
例
え
ば

「
連
日
で
同
日
２
回
以
上
算
定
」
と
い

う
条
件
で
は
レ
セ
プ
ト
単
位
で
日
ご
と

可
視
化
レ
ポ
ー
ト
で
支
部
間
の
不
合
理
な

差
異
の
解
消
に
貢
献
し
た
い

支払基金改革
ただ今奮闘中

の
算
定
回
数
を
集
計
し
た
上
で
、
連
続

し
て
複
数
回
算
定
し
て
い
る
レ
セ
プ
ト

か
否
か
を
判
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
傷
病
名
に
対
し
て
、
ど
こ
ま

で
が
適
応
範
囲
な
の
か
と
い
う
点
に
も

悩
み
、
審
査
統
括
部
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

歯
科
で
は
、
レ
セ
プ
ト
に
は
ど
の
歯

に
対
し
て
行
わ
れ
た
診
療
行
為
で
あ
る

か
の
情
報
が
な
い
た
め
、
そ
れ
を
補
う

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
原
則
と
し
て
、「
Ｇ
」

病
名
で
、
抜
歯
手
術
の
算
定
を
認
め
な

い
」
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
、
ま
ず
、

審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
事
業
に
携
わ
っ
た
基
金
本
部
分
析
評
価
部
・
審
査
統
括
部
の
職
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

分
析
評
価
部
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「
レ
セ
プ
ト
に
Ｇ
病
名
が
あ
り
、
抜
歯

手
術
の
対
象
と
な
る
病
名
が
な
い
」
こ

と
を
条
件
と
し
て
作
成
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
抜
歯
手
術
は
点
数
表
の
解
釈
で

は
前
歯
、
臼
歯
等
の
区
分
に
分
か
れ
て

い
る
の
で
、
病
名
と
そ
の
部
位
（
歯
式
）、

抜
歯
手
術
の
区
分
を
組
み
合
わ
せ
て
抜

歯
手
術
の
対
象
歯
を
特
定
す
る
と
い
う

非
常
に
複
雑
な
条
件
設
定
が
必
要
で
す
。

加
え
て
、
乳
歯
、
永
久
歯
、
智
歯
（
第

3
大
臼
歯
）
で
は
抜
歯
の
対
象
病
名
が

異
な
る
た
め
、
こ
の
要
素
を
加
え
て
作

成
し
て
お
り
、
公
開
に
向
け
て
現
在
作

業
を
進
め
て
い
る
歯
科
事
例
の
中
で
、

最
も
労
力
を
要
す
る
事
例
と
言
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
レ
セ
プ
ト
に
記
載
さ
れ
た

コ
メ
ン
ト
を
抽
出
条
件
と
す
る
事
例
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
選
択
式
コ
メ

ン
ト
レ
コ
ー
ド
以
外
の
場
合
は
日
本
語

の
言
語
表
現
の
多
様
性
に
悩
み
ま
し
た
。

例
え
ば
術
前
検
査
を
意
味
す
る
コ
メ
ン

ト
を
抽
出
す
る
場
合
は
「
術
前
」
だ
け

で
な
く
「
手
術
予
定
」
も
抽
出
条
件
に

含
め
る
必
要
が
あ
り
、
少
し
で
も
網
羅

さ
れ
た
デ
ー
タ
が
抽
出
で
き
る
よ
う
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
で
は
設
定

を
誤
る
と
、
全
く
違
う
デ
ー
タ
が
出
来

上
が
っ
て
し
ま
う
た
め
緊
張
感
が
あ
り
、

な
る
べ
く
精
緻
に
、
該
当
事
例
だ
け
を

抽
出
す
る
と
い
っ
た
設
定
作
業
に
は
神

経
を
使
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
た

可
視
化
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
量
が

多
く
て
も
見
や
す
い
資
料
を
作
る
こ
と

に
も
気
を
配
り
ま
し
た
。
統
一
し
た
可

視
化
レ
ポ
ー
ト
と
な
る
よ
う
フ
ォ
ン
ト

や
サ
イ
ズ
、
位
置
を
決
め
て
ペ
ー
ジ
を

ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
も
ず
れ
が
な
い
よ
う

に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
決
め
ま
し
た
。

―
―
公
表
し
た
こ
と
に
よ
る
反
響
は
感

じ
ま
し
た
か

　

公
表
し
て
い
る
「
支
払
基
金
に
お
け

る
審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い
」「
審
査

情
報
提
供
事
例
」
ど
お
り
の
審
査
結
果

に
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
支
部

ご
と
に
数
字
で
可
視
化
し
、
公
に
す
る
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と
い
う
こ
と
は
、
支
払
基
金
創
設
以
来

初
め
て
の
取
組
で
あ
り
、
非
常
に
注
目

を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

実
際
に
関
係
誌
の
記
事
に
な
っ
て
お

り
、
反
響
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
の
差
異
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト

の
今
後
の
展
望
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

支
払
基
金
で
は
支
部
取
決
事
項
を
集

約
し
て
お
り
、
新
た
に
公
表
す
る
「
支

払
基
金
に
お
け
る
審
査
の
一
般
的
な
取

扱
い
」
や
「
審
査
情
報
提
供
事
例
」
に

つ
い
て
、
順
次
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
、
全
国
ど
こ
で
レ
セ
プ

ト
を
審
査
し
て
も
、
同
じ
審
査
結
果
で

あ
る
こ
と
が
目
指
す
姿
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
審
査
事
務
集
約
が
さ
れ
て
、
意

見
の
食
い
違
い
や
疑
問
が
生
じ
た
と
し

て
も
、
そ
の
疑
問
を
可
視
化
し
、
議
論

の
収
束
の
手
助
け
を
し
て
い
く
こ
と
が

私
た
ち
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能

を
拡
張
し
て
レ
セ
プ
ト
を
受
け
付
け
た

段
階
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
差
異
を
可

視
化
し
た
情
報
を
現
場
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

※
１　

Ｓ
Ｑ
Ｌ
： 

関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
の
操

作
や
定
義
を
行
う
た
め
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
言
語

※
２　

コ
ー
ド
：
人
間
が
理
解
、
記
述
し
や

す
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
（
可
視

化
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｑ
Ｌ
）

を
使
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の

　　
―
―
1
回
目
の
可
視
化
レ
ポ
ー
ト
の
公

表
は
令
和
3
年
9
月
29
日
で
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
の
準
備
は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま

し
た
か

　

検
証
結
果
に
つ
い
て
は
主
に
審
査
統

括
部
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
統
括
部
と
し
て
動
き
始
め
た
の

は
令
和
2
年
の
初
夏
く
ら
い
か
ら
で
す
。

　

9
月
に
公
開
し
た
事
例
は
、
令
和
2

年
度
ま
で
に
定
め
た
「
支
払
基
金
に
お

け
る
審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い 

」
と

「
審
査
情
報
提
供
事
例
」
の
医
科
１
１

３
事
例
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

審
査
統
括
部
と
分
析
評
価
部
で
連
携
し
、

支
部
か
ら
ど
の
よ
う
な
様
式
で
ど
の
よ

う
に
報
告
を
し
て
も
ら
う
の
か
、
と
い

っ
た
と
こ
ろ
の
検
討
を
主
に
行
い
ま
し

た
。

―
―
令
和
４
年
５
月
末
時
点
で
、
97
事

例
の
レ
ポ
ー
ト
（
検
証
結
果
）
を
公
表
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
特
に
注
意
し
た

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

外
部
に
向
け
て
ど
う
い
っ
た
説
明
を

す
る
の
か
を
意
識
し
て
い
た
の
で
、
ど

の
よ
う
な
根
拠
か
ら
「
適
正
な
審
査
」

と
判
断
し
た
の
か
、
と
い
う
観
点
で
報

告
書
を
作
成
し
て
も
ら
う
よ
う
、
支
部

に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
○
○
病
名
が
あ
る

か
ら
請
求
ど
お
り
」
で
は
な
く
「
○
○

病
名
か
ら
、
○
○
の
理
由
に
よ
り
請
求

ど
お
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
な
ぜ
適
正

と
判
断
し
た
の
か
の
根
拠
を
明
確
に
記

載
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

本
部
は
、
支
部
の
検
証
結
果
に
つ
い

て
、
記
載
内
容
が
取
扱
い
の
趣
旨
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
異
議
が
な
い
か
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
報
告
内
容
を

そ
の
ま
ま
検
証
後
レ
ポ
ー
ト
に
記
載
す

る
の
で
は
な
く
、
該
当
事
例
に
対
す
る

全
支
部
の
検
証
結
果
を
横
並
び
で
確
認

し
、
検
証
の
ポ
イ
ン
ト
に
ズ
レ
が
な
い

か
、
ま
た
、
取
扱
い
に
基
づ
く
適
正
な

検
証
で
あ
る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
証
結
果
を
公
表
し
た
事
例

に
つ
い
て
は
、
各
支
部
の
検
証
結
果
を

踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
チ
ェ
ッ
ク
に
反
映
さ
せ
精
緻
化
に
繋

げ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
支
部
の
職
員
が

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
審
査
事
務
と

な
る
よ
う
に
条
件
設
定
を
心
掛
け
ま
し

た
。

審
査
統
括
部
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―
―
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
た
感

想
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

検
証
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
も
大
変

な
作
業
で
し
た
が
、
公
表
を
し
た
後
も

苦
労
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
精
緻
化
の
た
め

に
は
、
支
部
か
ら
の
報
告
や
レ
セ
プ
ト

の
確
認
だ
け
で
な
く
、
不
要
な
チ
ェ
ッ

ク
が
ど
れ
だ
け
減
る
か
、
逆
に
本
来
チ

ェ
ッ
ク
が
つ
く
べ
き
レ
セ
プ
ト
に
抜
け

が
無
い
か
と
い
う
点
も
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
基
に
、

打
ち
合
わ
せ
や
請
求
デ
ー
タ
の
詳
細
な

分
析
を
行
っ
て
お
り
、
公
表
後
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
も
想
像
以
上

に
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ

れ
ら
の
取
組
が
不
合
理
な
差
異
の
解
消

に
繋
が
れ
ば
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

―
―
現
在
、
検
証
結
果
に
対
し
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

不
合
理
な
差
異
が
確
認
さ
れ
た
84
事

例
に
関
し
て
は
、
支
部
に
お
い
て
認
識

誤
り
を
し
て
い
る
職
員
に
対
し
上
司
か

ら
認
識
誤
り
を
是
正
す
る
教
育
を
行
い
、

審
査
委
員
に
は
審
査
委
員
長
か
ら
再
周

知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
概
ね
1
年

を
め
ど
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
（
改

善
状
況
の
検
証
結
果
レ
ポ
ー
ト
）
と
し

て
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
1
年
後
の
公
表
に
照
準
を

合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
早
期
に
職
員

や
審
査
委
員
の
認
識
誤
り
を
把
握
し
解

消
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
本
部
に

お
い
て
、
レ
ポ
ー
ト
を
公
表
し
た
翌
月

か
ら
３
か
月
の
審
査
実
績
を
取
得
し
た

上
で
改
善
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
結
果

を
途
中
経
過
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
表
し
て
い
る
検
証
結
果
レ
ポ
ー
ト
に

追
記
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
検
証
結
果
を
踏
ま
え
て
必
要

に
応
じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の

変
更
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は

　

私
は
最
初
か
ら
医
学
部
を
目
指
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
中
学
、
高
校
と
化
学

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
岐
阜
薬
科

大
学
の
薬
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

薬
学
を
学
ぶ
う
ち
に
、
薬
を
使
っ
て
病

気
を
治
療
す
る
と
い
う
医
学
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
再
度
、
受
験
勉
強
を
し
、

薬
学
部
卒
業
の
年
に
山
口
大
学
医
学
部
に

入
学
し
ま
し
た
。

　

医
師
に
な
っ
て
か
ら
は
、
縁
あ
っ
て
郷

里
の
岐
阜
大
学
第
一
内
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
入
局
後
に
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー（
現
：

国
立
研
究
開
発
法
人 

国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
）
の
第
一
期
リ
サ
ー
チ
レ
ジ
デ
ン

ト
と
し
て
研
究
に
従
事
す
る
機
会
が
あ
り
、

２
年
間
、
発
が
ん
と
そ
の
予
防
の
基
礎
研

究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

所
属
し
た
研
究
部
で
の
研
究
の
一
つ
に
、

緑
茶
エ
キ
ス
が
が
ん
の
予
防
に
有
効
で
は

な
い
か
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岐
阜
大
学
に
戻
っ
た
後
も
そ
の
研
究
を

続
け
て
い
た
の
で
す
が
、
臨
床
研
究
で
、

大
腸
ポ
リ
ー
プ
（
大
腸
腺
腫
）
の
再
発
予

防
に
緑
茶
エ
キ
ス
が
有
効
で
あ
る
と
証
明

で
き
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

―
―
医
師
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は
　

一
番
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
患
者

さ
ん
が
き
ち
ん
と
自
分
の
病
気
を
理
解
し
、

納
得
し
て
治
療
を
受
け
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
型
通
り
に
一
方
通
行
の
説
明

を
す
る
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
患
者
さ

ん
が
理
解
さ
れ
た
か
ど
う
か
確
認
し
な
が

ら
診
療
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
総
合
内
科
専
門
医
」
の
資
格

を
生
か
し
、
消
化
器
を
通
し
た
全
人
的
医

療
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
中
で

は
常
に
、「specialty
（
専
門
性
）
を
持
っ

たgeneral physician
（
総
合
内
科
医
）」

を
意
識
し
て
診
療
に
あ
た
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。審

査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
り
感
じ
た
こ
と
は

　

初
め
て
審
査
委
員
会
室
に
入
っ
た
時
は
、

県
内
の
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
の
先
生
方

が
集
ま
っ
て
、
机
に
向
か
い
黙
々
と
審
査

を
し
て
お
ら
れ
る
姿
を
見
て
、
こ
ん
な
世

界
も
あ
る
の
か
、
と
驚
い
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
紙
レ
セ
プ
ト
ば
か
り
で
し
た
の

で
、
自
分
の
顔
よ
り
高
く
積
ま
れ
た
レ
セ

プ
ト
を
見
て
、
本
当
に
時
間
内
に
全
部
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安
が
大
き
か
っ

た
の
で
す
が
、
審
査
委
員
の
先
輩
方
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
わ
る
う
ち
に
要
領
も

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

審
査
に
慣
れ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、

し
だ
い
に
保
険
診
療
の
番
人
と
し
て
矜
持

を
持
っ
て
審
査
に
あ
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

医
学
は
日
々
進
化
し
て
い
る
の
で
、
審

査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
も
最
新
の
知
見
を

得
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
も
審
査
判
断
に
困
っ
た
場
合
は
、
自

コン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
審
査
決
定
を

被
保
険
者
の
た
め
の
医
療
保
険
を
守
る

二
ノ
宮 

三
生　
岐
阜
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
同
士
で
も
今
ま
で
培
っ
た
審
査
事

務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
途
切
れ
な
い
よ
う
、
若

い
職
員
を
立
派
な
中
堅
職
員
に
育
て
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
か

　

休
日
は
唯
一
の
趣
味
で
あ
る
ゴ
ル
フ
で

汗
を
流
す
こ
と
が
多
い
で
す
。
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
続
け
て
お
り
、

自
然
の
中
を
歩
き
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ

と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
も
で
き
る
し
、
健
康
に

も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

連
休
な
ど
が
あ
る
と
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
ゴ
ル
フ
旅
行
に
出
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
気
の
置
け
な
い
仲
間
と
共
に

昼
間
は
ゴ
ル
フ
を
し
、
夜
は
そ
の
土
地
の

地
酒
と
料
理
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ

た
旅
行
が
精
神
的
に
も
健
康
を
保
つ
一
つ

の
秘
訣
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
医
療
保
険
は
誰
の
た
め
に
あ
る
の
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

保
険
診
療
を
審
査
す
る
審
査
委
員
は

「
診
療
担
当
者
を
代
表
と
す
る
者
」「
保
険

者
を
代
表
す
る
者
」「
学
識
経
験
者
」
の

三
者
を
同
数
と
し
た
三
者
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
保
険
診
療
は
患
者

さ
ん
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
原
点

に
据
え
て
審
査
決
定
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
迷
っ
た
時
は
原
点
に
戻
り
、
被

保
険
者
を
一
番
に
考
え
た
審
査
を
す
る
こ

と
で
、
審
査
の
軸
も
ぶ
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。

―
―
職
員
に
望
む
こ
と
は

　

岐
阜
支
部
の
職
員
は
と
て
も
よ
く
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
審
査
委
員

と
し
て
基
金
に
来
た
時
、
右
も
左
も
わ
か

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
堅
の
職
員
が

懇
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
、
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
経
験
も
あ
り
、
若
い
職
員

が
訪
ね
て
き
た
時
に
は
、
質
問
に
対
し
て

丁
寧
に
回
答
す
る
と
と
も
に
、
覚
え
て
お

い
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
も
併
せ
て
説
明
す

分
の
知
己
を
総
動
員
し
て
情
報
を
収
集
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は

　

審
査
委
員
長
と
し
て
大
切
に
思
っ
て
い

る
こ
と
は
、
審
査
委
員
間
、
そ
れ
と
審
査

委
員
と
職
員
間
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と

で
す
。
こ
の
た
め
、
特
に
会
議
等
で
は
積

極
的
に
発
言
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ

ち
ら
か
ら
指
名
す
る
な
ど
、
活
発
な
議
論

と
な
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
等
で
は
審
査
委
員
の
中
で

意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時

間
内
で
ま
と
ま
ら
な
い
時
に
は
、
後
日
特

別
に
時
間
を
設
け
、
関
連
す
る
審
査
委
員

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
改
め
て
協
議
を
行

い
ま
す
。
審
査
で
大
事
な
の
は
、
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
て
審
査
基
準
を
定
め
て
い
く

こ
と
で
す
の
で
、
合
議
を
繰
り
返
す
こ
と

で
意
思
の
疎
通
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
う
え
で
、
審
査
が
密
室
的
と
な
ら

な
い
よ
う
、
な
る
べ
く
医
師
会
や
国
保
な

ど
の
関
係
団
体
に
対
し
て
は
積
極
的
に
情

報
発
信
を
し
た
り
、
情
報
交
換
を
す
る
こ

と
で
不
合
理
な
差
異
が
発
生
し
な
い
よ
う

―
―
若
い
世
代
に
望
む
こ
と
は

　

新
聞
で
読
ん
だ
の
で
す
が
、
日
本
で
は

近
年
、
博
士
号
を
取
る
人
が
減
っ
て
い
て

人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の
博
士
号
取
得

者
数
は
米
英
独
韓
の
４
か
国
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
減
少
し
て
い
る
の
は
中
国

も
加
え
た
６
か
国
の
中
で
、
唯
一
日
本
だ

け
だ
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

資
源
の
乏
し
い
日
本
で
は
、
資
源
に
頼

ら
ず
人
材
に
頼
っ
て
国
を
支
え
て
い
く
し

か
な
い
の
で
、
若
い
人
た
ち
の
中
で
「
自

分
た
ち
が
し
っ
か
り
勉
強
し
て
国
を
支
え

て
い
く
ん
だ
」
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
博

士
号
を
取
る
人
が
一
人
で
も
増
え
た
ら
良

い
な
と
記
事
を
読
ん
で
思
い
ま
し
た
。
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答

答

問223

問8

　令和４年度診療報酬改定については、月刊基金令和４年６月号にてレセプト請求に当たって留意すべ
き主な改定項目をご紹介したところですが、厚生労働省はホームページにおいて、告示及び関連通知の
取扱いに係る疑義解釈資料として、同省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について」を掲載
しています。
　今号ではその一部として、区分番号「Ｊ１１４」ネブライザについて、同一日にネブライザを複数実
施した場合の取扱いが以下の疑義解釈資料により示されていますので、ご紹介します。
　区分番号「Ｊ１１４」ネブライザのレセプト請求及び再審査等請求の際には、告示及び関連通知に加
えて、当該疑義解釈資料をご確認願います。

令和４年度診療報酬改定の解説

なお、厚生労働省保険局医療課事務連絡の「疑義解釈資料の送付について」は
支払基金ホームページでも掲載してます。
https://www.ssk.or.jp/shinryohoshu/kankeitsuuchi/kankeitsuuchi_r04.html

令和４年３月４日厚生労働省告示第 54 号「診療報酬の算定方法の一部を改正する件」より抜粋
Ｊ１１４　ネブライザ　　12 点
注　入院中の患者以外の患者についてのみ算定する。

　令和４年３月 31日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について（その１）」より抜粋

　 副鼻腔内陰加圧ネブライザ、喉頭及び喉頭下ネブライザ及びアレルギー性鼻炎に対する鼻
腔ネブライザを同一日に実施した場合、それぞれについて区分番号「Ｊ１１４」ネブライ

ザを算定可能か。

算定不可。主たるもののみについて算定すること。

　令和４年６月１日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について（その10）」
より抜粋

　 　３月 31 日事務連絡別添１の問223 において、副鼻腔内陰加圧ネブライザ、喉頭及び喉頭
　下ネブライザ及びアレルギー性鼻炎に対する鼻腔ネブライザを同一日に実施した場合、そ

れぞれについて区分番号「Ｊ１１４」ネブライザを算定することはできず、主たるもののみにつ
いて算定することが示されたが、同一日に複数回ネブライザを用いて患者に吸入させることが求
められる薬剤を使用し、医学的必要性に基づき、同一日に複数回受診しネブライザを実施した場
合の算定については、どのように考えればよいか。

医学的判断により算定すること。なお、同一日に複数回受診しネブライザを実施する場合に
おいては、医学的必要性を摘要欄に記載すること。
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個人番号および法人番号収集に係るご協力のお願い
医療機関・薬局・訪問看護ステーションの皆さまへ

1

2

3

　支払基金では、平成28年1月からの社会保障・税番号制度の実施に伴い、税務署に提出する診療
報酬等に係る支払調書に「個人番号又は法人番号」を記載するため収集を開始しています。
　このため、現在は新規開設された保険医療機関・保険薬局・訪問看護ステーションを対象に個人
番号又は法人番号の収集を行っていますので、ご理解ご協力のほどお願いします。
　なお、個人番号又は法人番号の収集及び管理等に係る業務は外部事業者へ委託していますので、収
集に伴う郵送物については、委託先事業者の「株式会社シーイーシー」からお届けすることとなります。

利用目的

　支払基金では、診療報酬等に係る支払調書に個人番号又は法人番号を記載して税務署に提出する事
務に限定して、個人番号又は法人番号を利用しています。

特定個人情報に対する安全管理

　支払基金は、個人番号又は法人番号を取り扱う事業者として、法律で規定された各種の安全管理措
置を講じ、特定個人情報の適正な取り扱いを確保しています。
　なお、委託事業者に対しては「特定個人情報の適正な取扱いに関するガイドライン」及び「支払基
金特定個人情報取扱規程」等に基づき、必要かつ適正な監督を行っています。

ご協力のお願い

　法定調書である支払調書への記載は、法律（所得税法等）で定められた義務となっていますので、
個人番号又は法人番号のご提供についてご理解ご協力をお願いします。
　なお、個人番号又は法人番号の収集のご案内が届いた開設者様でまだ返送されていない方は、株式
会社シーイーシーにおいて、案内に記載の提出期限にかかわらず引き続き受け付けることとしていま
すので、併せてご協力をお願いします。

次ページに、医療機関等から寄せられた個人番号および法人番号収集に関するご質問を掲載しています。

その他のお問い合せ先

支払基金本部　財政部　会計課
電話

03-3591-7441（代）

個人番号又は法人番号収集に係る
お問い合せ先

（株）シーイーシーマイナンバーセンター
フリーダイヤル

0120-478-123
（平日9：00～17：00）

上記の番号に繋がらない場合は、フリーダイヤル0120-
478-345（平日9：00～17:00）をご利用ください。

Eメール　bpo-support@cec-ltd.co.jp（24時間）

お問い合せの際には、おかけ間違いのないよう番号をお確かめのうえおかけください。
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おたずねに
答えて

今回は、医療機関等の皆さまから寄せられた、個人番号および法人番号の収集についてのご質問を紹介します。

AQ

　株式会社シーイーシー（CEC）は、支払基金がマイナンバー等の収集に係る業
務を委託した業者です。

Q1 マイナンバー収集の案内（収集キット）が株式会社シーイーシー（CEC）
という業者から届きましたが、支払基金からの依頼によるものでしょうか。

A1

　インターネット上の「国税庁法人番号公表サイト」にて、登記されている法人
名または所在地等で法人番号を検索し、その法人情報の確認画面を印刷したもの
を提供してください。

Q2 法人番号指定通知書が手元にない（届いていないまたは紛失した）場合
は、どのようにすればいいでしょうか。

A2

　はい。
　同一法人内の各保険医療機関における法人番号は同じものとなります。

Q3 同一法人内の各保険医療機関における法人番号は同じものになるのでしょ
うか。

A3

Q4 個人番号または法人番号は、必ず提出しなければいけませんか。

　法定調書である支払調書への個人番号または法人番号の記載は、法律（所得税
法等）で定められた義務となっていますので、個人番号または法人番号のご提供
について、ご理解ご協力をお願いします。

A4
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 ・個人番号カードの場合
ご本人の身元確認書類の提出は必要ありません。

 ・個人番号カード以外（通知カード、住民票記載事項証明書等）の場合
ご本人の身元確認書類をご提出いただく必要があります。
身元確認書類は、運転免許証やパスポート、公的機関から発行された身分証明
書の提出をお願いします。

Q6 身元確認書類はどのようなものを提出すればいいでしょうか。

A6

　医科歯科併設の保険医療機関においては、マイナンバー等の収集のご案内を医
科歯科別に送付していますので、それぞれ提出をお願いします。

Q7 マイナンバー等収集の案内が２通届きましたが、どうしてでしょうか。

A7

　マイナンバーが記載された住民票記載事項証明書または住民票を取得いただ
き、そのコピーを提出してください。その場合、貼付用の台紙には貼り付けずに、
返信用レターパックへ同封してください。

Q5 個人カードまたは通知カードが手元にない（届いていないまたは紛失した）
場合は、どのようにすればいいでしょうか。

A5

　開設者様または事務責任者様（事務を担当された方を含む。）のご署名をお願
いします。

Q8 法人番号提供書の責任者自署欄は誰が署名すべきでしょうか。

A8
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　支払基金では、審査業務の効率化や、審査結果の不合理な差異解消の取組を充実させ
るため、全国を6ブロックに分け、中核審査事務センター（6か所）、地域審査事務センター（4か所）、
審査事務センター分室（4か所）に審査事務を集約します。
　また、審査委員会は引き続き47都道府県に設置し、その補助を行う審査委員会事務局も同じく47都
道府県に設置します。
　集約後の配置図は以下のとおりです。

「新生支払基金」１０月始動

ブロック区分 中核審査事務
センター

地域審査事務
センター

審査事務
センター分室 審査委員会事務局

東北ブロック 宮城
北海道 北海道

岩手 青森・岩手・秋田
宮城・山形・福島

関東ブロック 東京
埼玉 栃木・埼玉

群馬（高崎） 群馬（前橋）・新潟・長野
茨城・千葉・東京・神奈川・山梨

中部ブロック 愛知
石川 富山・石川・福井

岐阜・静岡・愛知・三重

近畿ブロック 大阪 滋賀・京都・大阪・兵庫
奈良・和歌山

中四国ブロック 広島
香川 徳島・香川・愛媛・高知

鳥取（米子） 鳥取（鳥取）・島根
岡山・広島・山口

九州ブロック 福岡
熊本 熊本・鹿児島

福岡・佐賀・長崎・大分・宮崎・沖縄

支払基金の人事異動

新職名	 	 前職名	
大　阪　支部長 藤田　浩史 兵　庫　支部長

兵　庫　　〃 田中　和子 大　分　　〃

大　分　　〃 中満　政治 埼　玉　総務部長

大　阪　副支部長 平瀬　節 大　阪　審査業務部長

●令和4年6月1日付

辞職	 	 前職名	
辞　職　	 高橋　一 大　阪　支部長

　〃 飯田　英雄 　〃　　副支部長

●令和4年5月31日付

北海道審査事務
センター

東北審査
事務センター

北関東地域審査
事務センター
高崎分室

北陸地域
審査事務
センター

中四国審査事務センター米子分室

中四国審査事務センター

九州審査事務センター

九州審査事務
センター熊本分室

関東審査事務
センター中部審査事務

センター

近畿審査事務センター
四国地域審査事務センター

東北審査
事務センター
盛岡分室

東北ブロック

関東ブロック
中部ブロック

近畿ブロック

中四国ブロック

九州ブロック

北関東地域審査
事務センター
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

５月 ２日 支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等

確定状況」を更新

 統計情報に確定状況及び収納状況を追加

 統計月報を掲載

 令和４年度診療報酬改定に係る基本マスター等の更新のお知らせ

 レセ電通信（調剤）を掲載

 「受付・事務点検ASPに係るチェック一覧」を更新

５月 ９日 特定個人情報保護評価書を更新

５月10日 月刊基金「令和４年５月号」を掲載

５月11日 審査の差異の可視化レポートの歯科・検証前レポート（10事例）を掲載

 基本マスター（歯科診療行為・基本加算テーブル）を更新

５月12日 保険者の異動について（2022年４月分）を掲載

５月17日 令和４年度診療報酬改定関係通知を掲載

 新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

５月24日 「審査の差異の可視化レポート」の検証結果（１事例）を掲載

 オンライン請求システムのセットアッププログラムのダウンロードサービスの開始につい

てのお知らせを掲載

５月25日 オンライン請求システムのセットアッププログラムのダウンロードサービスを開始

５月31日 「オンライン又は光ディスク等による請求に係る記録条件仕様（DPC用）」を掲載

 レセ電通信（医科・DPC）を掲載

 「受付・事務点検ASPに係るチェックロジック」を更新

５月 ２日 令和４年２月診療分の確定金額は対前年同月伸び率で 2.2%増加 ～対前々年同月伸び率は

　　　　　 1.8%減少～

５月31日 ５月定例記者会見を開催

議　題

　１　報告事項

　　オンライン請求システムに接続しにくい状況

　２　定例報告

　　⑴　令和４年３月審査分の審査状況

　　⑵　令和４年４月審査分の特別審査委員会審査状況

　　⑶　令和４年３月理事会議事録の公表

５月理事会は５月30日に書面にて開催され、議題は次のとおりでした。
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TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用する
ホームページ（http://www.iryohoken.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡
②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。
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